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　培養基の水素イj-ﾂ濃度が微生物祖互間の措抗作用に大き,な影響ヤ及ぼす事に関しでは，既に多
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くの研究　‥報告がある．,余はさき　．に，細菌No. 1及び-No. 2.は稲熱病菌.黒蜃病菌及びほ豆
病菌の胞子の発芽及び菌糸の発育に対して強い抑制作用をもつ事を報告し仁炉，本論文Jでは負　に
報告しfこと同ﾋﾞ細菌及び糸状菌を用いでｙ桔抗作用に及ぼす培養基の水素イ牙シ濃度の影響に関し
で試験し七ので，その結果を報告すIる.　　　　j‘｀　　‥”’　　　｀　犬｀””
l｀　　　’.ダ．＜　　・　‘　べ　　　一’　　ご･゛　　　　　・　　．二･，　｀□　・　丿.‘
　　　　　　　　　　　　　　1　供試細菌の発育と水素イオン濃度との関係　・ノ　　ニ″
　先づ供試細菌No. 1 , No. 2及びＮｏ.･3の発育と場養基７）水素イオシ濃皮左の関係を’見るすﾆ妁，
それぞれpH 3:Oノ4.0,二5:0, 6.0,, 7・0レ及びｊ.0に規定し7こ家蚕緬煎汁京欠培養基をえb‘戈.皿に
注入し，その中央部に細菌を植え゛.室温･i（午前10時26.5°～28.0?C)で７日間培養し4細菌の発
育程度を調査し仁（第１表）．
２
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第１表　供試細菌の発育と水素イ丿ｙ濃度,との関係鴎験結果
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　備考　表すi－は不発育，＋は培養基仝喪･面の発育を示す．
　即ち各細菌ともPH ５．０以上で良く発育し. pH ６．０以上では埓養基を酸性の方ぺ変化さす性質
を持ち，特にNo. 3において著しい．
　　　　　　２　対峙培養に於ける拉抗作用の消長と培養基の水素イオン濃度との関係
　暮酸と苛性曹達及び塩酸と苛性加里を用い／ｐｎを3.0. 4.0, 5.0, 6.0, 7.0及び８．０に調節し
七賜鈴薯煎汁尨天又は家蚕蝸煎汁尨天をフラスコに注入し，その中央部に細菌No.1 ,No.2及び
No. 3を植え，これをはさんで稽熱病菌，枇杷炭疸病菌，蕃茄黒微病菌（以上馬鈴薯煎汁寒天），
クロカメムシ黒豆病菌及び家蚕自彊病菌（以上家蚕蝸煎汁寒天）を，それぞれ２～４ｃｍの間隔
に２箇所ずつ同時に植え，室温で７日間培養し，菌賃の発育程度を調査し7こ（第２～第６表）．
第　２　表和熟病菌との対峙培養
　　備考　室温〔午前jo時24.0°～27.0°ｃ〕.表中日は糸状菌の不発育，朴４細菌が培養基全面に発育し，菌糸の発育
　　　　　を強く抑制するもの，朴は菌鼓が或る程度発育するが細菌にｉり抑制されるもゐ，－は歯叢の響適発育を示
　　　　　す(以下同僅)．　　　　　　Ｊ　　　　　　　　　　　　　･･●｀',．^７　一一Ｉ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｓ　　　　　　　‾　　　　　　●
，即払フいずれの細菌もPH ４．０以下では発育不能である．隨つでPH ５.0以上において和熱病
菌の発育を彊く抑制する．稲熱病菌及び該菌と細菌との対峙培養Ｕ
養基も酸性及びブル'カリ性は共に中性に変化する傾向を¶示し　特記和熱病菌とNo. 3との対峙培
　　　　　　　　　　　　　　　●●－　Ｊ養において願著である．
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　備考　室温（午前1’0時27.0°～28.5°Ｃ）.表中士は菌鐙のわずかの発育希示す（以下同様）．
　即ち，杷枇炭疸病菌はPH ３.0以上で発育する．細菌はPH ５．０以上で発育し，炭疸病菌の発
育を抑制するが，その作用は他の糸状菌にくらべて梢弱い．炭痕病菌及び該菌と細菌との対峙場
,養において，１週間後の培養基のｐＨ,は酸性．ブルカリ=性共忙中性の方に変化する傾向炉認めら
れる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　’‾　’｀゛｀
第　４　表蕃茄黒徹病菌との対峙培養
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備考室温（午前10時･28.0°～29.5°Ｃ）
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　即ち，黒微病菌はPH ３.0以上で発育する．細菌はPH ５．０以上で発育し，黒徴病菌の発育を･
抑制するが，その作用は枇杷炭疸病菌の場合と同様他の糸状菌ｋく･らべて梢弱い．黒徽病菌及び該．
菌と細菌との対峙培養において，１週間後における培養基のpH.は酸性，アルカリ性共に中性に
変化する傾向が認められる．．　　　　　　　　　　　　　　　　　．．
　　　　　　　　　　　　　　第　５　表黒彊病菌との対峙培養
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　備考室温（午前10時28.0°～29.5°Ｃ）
　即ち，黒豆病菌はPH ３.0～8.0.において発育する炉，ｐｎ ３.0及び8.0においては１週間の培
養では分生胞子を新威しない．細菌はPH ５.0～8.0において発育し，黒豆病菌の発育を強く抑制
　　　　　　　　　　　　　　　　　　÷　　　　・　・　　　　　　　　　　　　　｀　　　　　　　　　　　.　　　〃.j
する．黒豆病菌及び該菌と細菌との対峙培養において，１週間後における増養基のｐＨは酸ドア
ルカリ共に中性に変化する傾向が認められる．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バ　　’Ｉ　　‥　　　　　　　　　ｌ
：　　　　　　　　　　　　　　第　６　表　家蚕白豆病菌との対･峙培養
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備考室温（午前10li# 26.5・～28.0°Ｃ）
迎請に対八細嶮古硝慾些痕生圭肩言疼拉
５
ｐ･即ち･い細菌及加‘糸状扇のい陥1も･･pH 3.0･価よ発=育仙なＧｙ白癌病薗友がヽ'No:'2(i' pH 4.'6T:-
発育し、Ｎｏ.･1吸ぴNo:'3･は･4:6-t?'は面育じ脳ぐ捉弓ｒ‘Ｎ乱i;5^'C>'No.'3'ぱ右!Ol以上゛心ぶ.2註
４tO以上で白妓病の顧育を｀強･く仰向ずるｊ.ヽ゛･N6･■ 2がi;'4',oこ.･ヤ発脊ずる七どは接蝋後に以七力塙養基
のr)Ｈが5.0以上に変把じ四二め･と=考がられるぐ百娃病噛及び該菌と細菌ドの背峙命養毫乱ヽそ
接腫後７日目の埓養基のｐＨは酸性ノアルカリ性共に中性に変化する傾向が認めら､れる．
１・ リ l t. ！l‘1.“
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総括並に結論
　供用捨抗性細菌の３種ばずれも　PH ４.0以下Ｔは発育しな９が･pH 5.0以漸では良く発育
し，稽熱病菌，蕃茄黒磯病菌，枇杷炭疸病菌，家蚕白頭病菌及びクロカタムシ黒豆病菌の菌糸の
発育を強く抑制する．恂家蚕自彊病菌とNo. 2との対峙培養においてはpH ４.0 においても，
Ｎ０. 2 は発育し，白豆病菌の発育を強く抑制する．この事は培養基のpH 4.03b55.0～5.2に変化
いこ7こめと考えられる．供用糸状菌のうち稲熱病菌及び家蚕白豆病菌はPH ４.0 以上で発育し．
枇杷炭疸病菌，蕃茄黒徴病及びクlユカタムシ黒頭病菌は３．０以上で発育する．
　各菌の普通培養及び糸状菌と姑抗細菌との対峙培養において，各試験区とも，１週間培養後の場
養基のｐＨは酸性，ブルカリ性共に中性に変化する傾向が詔められる．
　捨抗微生物とｐＨとの関係については，森(2)放射状菌（Ｓtｒｅｆｔtｏｒｎｙｒｅｓ ａｌＵもｓ）について報告
している．即ち該菌はPH ５.0以下では発育しないが,稲胡麻葉枯病菌（Oi>JtｉｏｂｏｌＭＳ Ｍｉｙａｂｅａｎｕｓ）
との対峙培養においてはpH 3.0. -目謝尻腐病菌（ＤｉａｔｏｒtｈｅＢａtａtｏtiｓ）においては4.0でも発
育する．一方白絹病菌（Ｃｏｒticiｕｍ ｃｅｎtｒifｕｇｕｍ）においては6.6以上でも発育しない事･を報告
し，これ等の原因について，前２者は培養基をアルカリ性に，後者は酸性に変化さす仁めであると
報告している．
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　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　RESUME
　(1) This paper deals with the　results of the writer's investigations on　the　influence
of Hydrogen-ion concentration upon antagonistic action of bacteria against three species
of pathogenic fungi of plants and two species of those of insects.
　(2) The hydrogen-ion concentration for the growth of bacteria seems to lie over PH
５.0
arid　for　that　of　Piｒｉｃｉむla?･ｉａ　Ｏｒｙｇａｅａｎｄ　Ｂｅａｕｖｅｒiaha％％ｉａｎａover 4.0, and for that
ＧｌｏｅｏｉｔｏｒiｕｍＥ？･iobotりａｅ，　Ｍａｃｒｏ％ｐｏｒiｕｍｃｏｍｍｕ四ａｎｄ Ｏｏゆｏｒ　ａｄｅｓtｒｗｃtｏｒover 3.0.
　(3) By using potato decoction agar media,･the effect of mixed culturing of five fungi
with three bacteria at various PH values was investigated. The inhibitor's inoculum
was placed on the center of each flask, and the fungus to be tested was transplanted
? ?
６
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　above 3｡～４cm !rom. it･at the same time. The antagonistic action･9f bacteria against
犬the five fungi was clearly influer!ced by the PH ｖａ!ue ｏｆフtheculture media｡
　・Ａr!tagoりistic ･action of the inhibitory organism was shown to all tりe fungi, apparently
　　　　　･●　　｡4.●　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　1　　　　　　　　i　　　　－　　●over PH 5iO, but that of No.-,･2･to the Ｂｅａｔもｖｅｒiabaｓｓia?ｉａover4.O.V.　'I 　　　　　II。
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